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研究成果の概要（和文）：国際連盟は、平和の維持を第一の目的として設立された機関であったが、社会・人道面でも
大きな役割を果たした。また、その活動は当初はヨーロッパ中心であったが、1920年代半ば以降は東アジアでも、保健
衛生、アヘンの取り締まり、中国との技術協力などの活動を行った。このような国際連盟の東アジアにおける社会人道
面での活動にイギリス人はどのように関与し、また、国際主義の高まりとの日本の格闘をどのように観察していたか、
について研究を行った。

研究成果の概要（英文）：The League of Nations was established in order to maintain peace, but it also play
ed a significant role in social and humanitarian fields. Although it was initially concerned only with Eur
opean problems, it came to be active in East Asia since mid-1920s. Its achievements in improving health co
nditions, in controling opium, and in its technical collaboration with China are remarkable. Making use of
 the League's and the British archival materials, this study analyzed the British involvement in the Leagu
e's activities in East Asia and how the British observed Japan's struggle with the growing internationalis
m in the region.   
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１．研究開始当初の背景 

 

  第一次世界大戦後に平和の維持を目的と
して設立された国際連盟は、第二次世界大戦
の勃発を防ぐことができず、失敗した機関と
考えられてきた。日本では海野芳郎『国際連
盟と日本』（原書房、1972 年）というすぐれ
た研究があったが、この研究が非常に包括的
なものであったことが上記の要因に加わり、
連盟に関する研究はほとんど行われていな
かった。 

 

 国外においても国際連盟の研究は長く全
く不活発であったのだが、21 世紀に入るころ
から様相は変化した。これは、一つにはジュ
ネーヴの国際連盟史料館が優秀なアーキヴ
ィストを得て連盟期の史料を歴史家に使い
やすく整理したことによる。このことをきっ
かけとして国際連盟に関する研究は大きな
盛り上がりを見せるようになった。例えば、
S. Pedersen, ‘The Maternalist Moment in 

British Colonial Policy’, Past and Present, 
171 (May, 2001) などの研究が現れた。 

 

 本研究の代表者である後藤春美は、元来戦
間期の東アジア国際関係史を研究していた
のだが、イギリス外務省の史料を使うことで、
国際連盟の社会人道面での活動に関連した
研究も行うこととなった。本研究開始までの
成果としては、後藤春美『アヘンとイギリス
帝国――国際規制の高まり 1906～1943

年』（山川出版社、2005 年）、後藤春美「国
際 連 盟 の 対 中 技 術 協 力 と イ ギ リ ス 
1928-1935年――ライヒマン衛生部長の活動
と資金問題を中心に」服部龍二ほか編『戦間
期の東アジア国際政治』（中央大学出版部、
2007 年）などがある。 

 

 これらの研究によって、それまで失敗した
機関と考えられることの多かった国際連盟
が実は社会人道分野ではかなりの成果を上
げていたこと、また、ヨーロッパ中心の機関
と考えられていたにもかかわらず、1920 年
代半ば以降、東アジアにおいても積極的に活
動していたことが分かった。ただし、上記の
後藤春美の研究は主としてイギリス公文書
館所蔵資料に基づいていたため、ジュネーヴ
の国際連盟史料館所蔵資料とも突き合せて
検討を行うことを考えた。 

 

 

２．研究の目的 

 

 １「研究開始当初の背景」でもふれたよう
に、国際連盟設立の第一の目的は平和の維持
であった。しかし、一方で、連盟はアヘン取
締り問題、婦人児童売買の取締り問題、保健
衛生問題などで社会人道分野においても大
きな責任を負い、かなりの成果を上げていた。
それだけではなく、1920 年代半ば以降、社

会人道面においては東アジアでも活発に活
動し、ヨーロッパから多くの専門家たちが東
アジアを訪れた。これらのヨーロッパ人、特
にイギリス人は、19 世紀半ば以来東アジアで
活動していた外交官、経済関係者など往々に
して帝国権益の維持拡大を目的とする人々
とは異なった種類の人物たちであった。 

 

本研究では、このような連盟関連の活動で
東アジアにやって来たヨーロッパ人、特にイ
ギリス人の専門家たちが、東アジアで何を見
たのか、派遣された者相互の関係はどうであ
ったのか、彼らの考え方は東アジアの国際情
勢に影響を及ぼしたのか否か、などの問題に
ついて資料を収集し、分析・検討することを
目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

 
 研究の方法は、第一に、文書館に所蔵され
た資料を収集・分析検討することである。以
前から利用してきたイギリスの大英図書館、
イギリス公文書館、ロンドン大学政経学院図
書館などに加え、ジュネーヴの国際連盟史料
館、イギリスのケンブリッジ大学チャーチ
ル・アーカイヴズ・センター、ブリストル大
学史料館などに所蔵されている個人文書も
利用した。 
 
 第二に、日本政治外交史、中国政治外交史、
東アジア国際関係史などの最新の成果と突
き合せて分析を深めるよう努めた。 
 
 
４．研究成果 
 
 成果としては、第一に、前掲「国際連盟の
対中技術協力とイギリス 1928-1935 年」に
引き続き、国際連盟の対中国技術協力、それ
にかかわった人々、その考えなどについての
検討を深めることができたことがあげられ
る。下記５〔図書〕②では、満洲事変期、同
〔雑誌論文〕①では、1939 年の対中技術協
力について論文を活字にすることができた。 

 

実は、さらに 1 本「日中戦争勃発後の国際
連盟対中国技術協力」という論文も準備して
いる。これも雑誌に投稿しようかとも考えた
のであるが、すでに国際連盟の対中国技術協
力というテーマについて何本かの論文を執
筆することができたので、これらをまとめ、
『国際連盟と東アジアの帝国秩序』（仮題）
といった書物にできないかと考え始めてい
る。この構想に関しては、補助期間内ではな
いが、2014 年 7 月 19 日に帝国史研究会（於
武蔵大学・東京都練馬区）において報告する
予定である。 

 
 第二の成果としては、必ずしも研究開始当



初の目的ではなかったのだが、『アヘンとイ
ギリス帝国』に続く時期のアヘン問題に関し
て成果を上げることができた。下記５〔雑誌
論文〕①では、国際連盟の対中国技術協力が
1939 年には、中国雲南省とイギリス帝国領
であったビルマの境界領域での伝染病対策
に注力したことを扱ったのだが、この地域は
古くからマラリアが猖獗を極めた地であっ
た。イギリスは、このマラリアが中華帝国の
西進を妨げてきたのではないかと分析して
いた。アヘンは、現在では麻薬としか認識さ
れていないのであるが、当時この境界地域に
おいてはマラリアや下痢などに対する薬と
考えられていた。したがって西洋式の医療が
導入されていなかった、このビルマと雲南省
の境界領域では、アヘン使用もさかんであっ
た。 

 

第二次世界大戦は、この地域にも大きな変
化をもたらすこととなった。〔雑誌論文〕①
で検討したように、国際連盟はこの地の伝染
病に戦いを挑み、この地を大規模な交通が可
能な地へと変容させていった。また、大戦中
の日本による占領はこの地にも及んだ。 

 

第二次世界大戦中から、戦後に再び国際機
関を設立する構想が練られていた。アヘンそ
のほかの麻薬取締に関しては、国際連合経済
社会理事会のもとに委員会が設立されるこ
ととなった。ビルマに復帰したイギリスは、
1945-46 年にかけて、中国との国境に接した
辺境地域のアヘン問題をどのように解決し
ていくかという問題に直面した。山岳森林地
帯で実際には密貿易の管理など不可能であ
るのに取締りを明言するのかと苦慮したの
だが、すでにアヘンを放置する旨を国際社会
に対し言明することなど全く不可能な時代
が到来していた。最終的にビルマは独立し、
イギリスはアヘン問題を解決しないまま去
ることとなったのであった。この問題に関し
ては、下記５〔雑誌論文〕②、同〔図書〕③
で扱った。 

 
 第三の成果としては、以前の科学研究費補
助金による成果を、本補助金による資料で補
強して共編著に収録した論文にまとめるこ
とができたことである。これは、下記５〔図
書〕④、⑥、⑦などである。④、⑦は、第二
の成果と同様に、アヘン問題なのでここで詳
しく触れることはしないが、⑥に関してはも
う少し説明する。 

 
⑥所収の後藤春美執筆論文は、「中国のロ

シア人女性難民問題と国際連盟――帝国の
興亡の陰で」である。この問題は、ロシア革
命や、ソヴィエトでの集団農場化を逃れた難
民を取り扱う。これらの難民のうちヨーロッ
パに逃れた者については 1920 年代からよく
知られており、また、第一次世界大戦による
膨大な死者によって労働力の激減していた

フランスなどでは、難民たちも職を得、社会
に同化していくことができた。 
 
しかし、中国に逃れた難民の存在が国際連

盟の注目を集めたのは 1930 年代になってか
らであった。そのきっかけは、婦人児童売買
問題に関する調査団がアジアを歴訪したこ
とによる。婦人児童売買問題は、国際連盟規
約 23 条（ハ）項によってアヘン問題と並び
国際連盟の任務とされていた。婦人児童売買
問題の調査団によって問題が明らかとなっ
たため、ロシア人難民の中でも特に女性の苦
境が大きな注目を集めた。現地の労働力が非
常に豊富な東アジアにおいて、ロシア人難民
は、ロシア語しかできなかった場合、職を見
つけるのが非常に困難であった。 
 
このロシア人難民問題に関連して活動し

た連盟関係者、連盟の専門家は、対中国技術
協力問題やアヘン問題の場合と重なってい
た。同じ社会人道分野の問題であったためと
考えられる。例えば、デイム・レイチェル・
クラウディというイギリス人女性は、女性と
して初めて国際連盟の社会問題部門の長と
なった人物であり、そのことから保健衛生問
題、アヘン問題そしてロシア人女性難民問題
すべてに関与していた。また、サー・ジョン・
ホープ・シンプソンというイギリス人は、イ
ンド高等文官の出身で、1931 年中国揚子江の
洪水に対処するため連盟によって中国に派
遣された。この洪水によって難民も被害をこ
うむっていた。イギリスに帰国後のシンプソ
ンは、王立国際問題研究所(チャタム・ハウ
ス)で『難民問題』という書物を著すことと
なった。 
 
このようにして東アジアに関わるように

なった専門家たちは、元来、外交官や経済関
係者とは異なる視点を持っていた。帝国権益
の保持と異なる関心を持っていたことは、新
しい時代を切り開く上で利点となった。一方
で彼らに全く問題がなかったわけではなか
った。彼らは往々にして東アジアの現実には
全く知識がなかった。また、必ずしも人種偏
見から自由でない場合や、中国に対する深い
理解や愛とは縁遠い場合などもあったので
ある。 
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